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令和７年度 

● 実態に合った適切な言語材料を整えること、伝えたい相手が近くに
いることで、英語でコミュニケーションを図る必要感が生まれた。 

● 言葉がわからなくとも、交流し仲を深められることを体験的に学ぶ
ことができた。 

● オーストラリア東部ブリスベンにあるウェラーズヒル小学校２３人
の６年生児童と５人の教員が来校した。事前事後には、第６学年児童
とオンラインでの交流会を実施した。 

● 訪問中の３日間は「Shiwasuda English week」とし、全校児童が
外国語に親しむ期間とした。学年に応じて使わせたい英語表現をビン
ゴ形式にし、児童の「話してみたい」という意欲の向上をねらった。 

● 学習支援として学校応援団にも協力を依頼した。英語で挨拶をして
もらったり、児童に個別に英語で話しかけてもらったりすることで、
豊かな学びへとつなげることができた。 

第５・６学年 

交流体験 

● 英語をたくさん話したことが楽しかった。 
● 友達になれて嬉しかった。オーストラリアに行ってみたい。 
● 最初は緊張したけれど、慣れた。あっという間の３日間だった。 

成 果 

第６学年 書写 第５学年 音楽 なかよし班遊び

（異学年交流） 

お別れの会 交流給食 


